
 

 

 

 
2023年３月 17日 

各      位 
 

会  社  名   ヤマト インターナショナル株式会社 

   代 表 者 名   取 締 役 社 長   盤 若  智 基 

      （コード番号  ８１２７   東証スタンダード） 

                          問 合 せ 先   IR経営企画室長  保 田 大 輔   

                                ＴＥＬ（０３）５４９３－５６２９ 

 
業績予想の修正に関するお知らせ 

 
最近の業績動向を踏まえ、2022年 10月 14日に公表した業績予想を下記の通り上方修正いたしました

ので、お知らせいたします。 
記 
 

●業績予想の修正について 
 
2023年８月期第２四半期累計期間連結業績予想数値の修正（2022年９月１日～2023年２月 28日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属
する四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 
11,300 

百万円 
165 

百万円 
285 

百万円 
180 

円 銭 
8.76 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 10,760 210 410 340 16.55 
増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △540 45 125 160  
増  減  率 （  ％  ） △4.8 27.3 43.9 88.9  

（ご参考）前期第２四半期実績 
(2022 年８月期第２四半期) 

9,984 76 331 263 12.85 

 
2023年８月期通期連結業績予想数値の修正（2022年９月１日～2023年８月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属
する当期純利益 

１株当たり 
当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 
22,000 

百万円 
250 

百万円 
400 

百万円 
250 

円 銭 
12.17 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 21,460 250 480 360 17.52 
増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △540 0 80 110  
増  減  率 （  ％  ） △2.5 0.0 20.0 44.0  
（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（ 2 0 2 2 年 ８ 月 期 ） 

19,398 144 641 452 22.00 

 

2023年８月期第２四半期累計期間個別業績予想数値の修正（2022年９月１日～2023年２月 28日） 

 売 上 高 経 常 利 益 四 半 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 
四 半 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 
11,300 

百万円 
275 

百万円 
180 

円 銭 
8.76 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 10,760 410 340 16.55 
増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △540 135 160  

増  減  率 （  ％  ） △4.8 49.1 88.9  

（ご参考）前期第２四半期実績 
( 2 0 22 年８月期第２四半期) 

9,984 328 270 13.14 

 
2023年８月期通期個別業績予想数値の修正（2022年９月１日～2023年８月 31日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 
当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 
22,000 

百万円 
360 

百万円 
230 

円 銭 
11.19 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 21,460 450 350 17.03 
増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △540 90 120  
増  減  率 （  ％  ） △2.5 25.0 52.2  
（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（ 2 0 2 2 年 ８ 月 期 ） 

19,398 603 435 21.18 



 

 

 

 

修正の理由 

１．連結業績 

  当第２四半期連結累計期間につきましては、想定以上に長引く新型コロナウイルス感染症による影 

響を受け若干売上予想を下げたものの、秋冬商品におけるプロパー販売比率の向上、及びセール期に 

おける値引き率の抑制等により、営業利益は当初の予想数値を達成する見込みとなりました。また、 

雇用調整助成金等の営業外収益を計上し、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益も当初の予 

想数値を大きく上回る見込みです。 

  通期の連結業績予想につきましては、急激な物価上昇が個人消費に与える影響等先行き不透明な状

況ではありますが、企業価値・ブランド価値・提供価値の中長期的な「価値拡大」に向け、先行投資

を推し進める運びとなり、営業利益については 2022 年 10 月 14 日公表の予想数値に据え置いた計画

としております。なお経常利益・当期純利益は当初の予想数値を上回る計画としております。 

  修正が必要な事象が生じた際には速やかに開示いたします。 

２．個別業績 

  当第２四半期累計期間及び通期の個別業績予想につきましては、連結業績と同様の状況により経常 

利益・当期純利益において当初の予想数値を上回る見込みであります。 

  

 ※なお、配当予想の修正はありません。 

 

 （注）本資料に記載されている修正予想の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で 

  あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績は様々な要因により異なる可能性があります。 

 

以 上 

 


